
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
発呼者により使用されるプロトコルに関する情報を搬送する信号サポートを伴わずに発呼
者から固定ネットワークを経てコールを受け取ったときに移動通信ネットワークに移動着
信コールを確立するための方法において、

加入者のディレクトリ番号へのコールを受け取り、このディ
レクトリ番号は、固定ネットワーク ２つ以上の別
々のプロトコルを データサービスに指定されるものであり；
上記のディレクトリ番号にリンクされるサービス定義を加入者データから検索し、上記定
義のプロトコルパラメータは、中性の値、又は 値を有し；
上記サービス定義に基づいて インターワーキングファンクションリソ
ースを指定し、 によりプロト
コルの定義を し；
上記指定されたインターワーキングファンクションリソースにより固定ネットワークから
受信した トラフィックチャンネルを監視し；
発呼者により使用されるプロトコルを 信号特性に基づいて識別
し；そして
上記発呼者 上記
識別されたプロトコルを使用するように上記指定されたインターワーキングファンクショ
ンを構成する；
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という段階を含むことを特徴とする方法。
【請求項２】

トラフィックチャンネルからＶ．１１０同期フレームが受信された場合
には、発呼者のプロトコルをＣＣＩＴＴ  Ｖ．１１０レート適応プロトコルとして識別し
；そして
Ｖ．１１０プロトコルを使用するように上記指定されたインターワーキングファンクショ
ンリソースを構成する；
という段階を含む請求項１に記載の方法。
【請求項３】

トラフィックチャンネルからＶ．１２０フレームフラグが受信された場
合には、発呼者のプロトコルをＣＣＩＴＴ  Ｖ．１２０レート適応プロトコルとして識別
し；そして
Ｖ．１２０プロトコルを使用するように上記指定されたインターワーキングファンクショ
ンリソースを構成する；
という段階を含む請求項１に記載の方法。
【請求項４】

トラフィックチャンネルからＶ．１２０フレームフラグを受け取り；
Ｖ．１２０フレームフラグを別の トラフィックチャンネルに送信し；
Ｖ．１２０プロトコルに基づくデータリンク設定メッセージが

トラフィックチャンネルから受け取られた場合には、発呼者のプロトコルをＣＣ
ＩＴＴ  Ｖ．１２０レート適応プロトコルとして識別し；そして
Ｖ．１２０プロトコルを使用するように上記指定されたインターワーキングファンクショ
ンリソースを構成する；
という段階を含む請求項１に記載の方法。
【請求項５】
発呼者により使用されるプロトコルに関する情報を搬送する信号サポートを伴わずに発呼
者 (TE)から固定ネットワー 経てコールを受け取ったときに移動通信ネットワークに移
動着信データコールを確立するための構成体において、
移動通信ネットワークの加入者データベー 、固定ネットワークに向かう２つ以上の別
々のプロトコルを使用する加入者のデータサービスに対して定義された１つのディレクト
リ番号を有し、上記ディレクトリ番号にリンクされるサービス定義のプロトコルパラメー
タは、中性の値又は 値を有し；
移動ネットワークは、上記ディレクトリ番号へなされる移動着信 (MS)コールにおいて、サ
ービス定義に基づいてインターワーキングファンクション装 指定するが、上記プロト
コルパラメータの中性値又は 値により上記固定ネットワー 方向

、；そして
上記指定されたインターワーキングファンクション装 、固定ネットワークから受信さ
れる トラフィックチャンネルを監視し、発呼 より使用され
るプロトコルを 信号特性に基づいて識別し、そして上記発呼者
に向かい上記識別されたプロトコルを使用するように

を構成することを特徴とする構成体。
【請求項６】
発呼 より使用されるプロトコルは、ＣＣＩＴＴ  Ｖ．１１０レート適応プロトコルで
あり、そしてプロトコルの上記信号特性は、Ｖ．１１０信号フレームを含む請求項５に記
載の構成体。
【請求項７】
発呼 より使用されるプロトコルは、ＣＣＩＴＴ  Ｖ．１２０レート適応プロトコルで
あり、そしてプロトコルの上記信号特性は、Ｖ．１２０フレームフラグ又はＶ．１２０デ
ータリンク設定メッセージを含む請求項５に記載の構成体。
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【請求項８】
発呼者により使用されるプロトコルに関する情報を搬送する信号サポートを伴わずに発呼
者から固定ネットワークを経てコールを受け取ったときにプロトコル適応を達成するため
の移動通信ネットワークのインターワーキングファンクション装置において、
このインターワーキングファンクション装 、移動着 ールにおいて、加入者データ
ベースから得たサービス定義に基づき インターワーキングファンクショ
ンリソースを指定するが、上記サービス定義のプロトコルパラメータが中性の値を有する
か又は 値を有する場合に固定ネットワー 向かい

；そして
この指定されたインターワーキングファンクション装置 (IWF)は、固定ネットワークから
受信した トラフィックチャンネルを監視し、発呼 より使用されるプロトコル
を 信号特性に基づいて識別し、そしてその識別されたプロトコ
ルを上記発呼 向かって使用するように上記指定されたインターワーキングファンクシ
ョンリソースを構成することを特徴とするインターワーキングファンクション装置。
【発明の詳細な説明】

本発明は、発呼者により使用されるプロトコルに関する情報を搬送するための信号サポー
トを伴わずに発呼者から固定ネットワークを経てコールを受け取ったときに移動通信ネッ
トワークに移動着信コールを確立するための方法及び構成体に係る。

今日の移動通信システムは、標準的なスピーチ送信に加えて種々のデータ転送特徴を加入
者に提供する。データサービスは、通常、移動ネットワーク内のある特定の通信プロトコ
ルを使用する。パンヨーロピアンデジタル移動通信ネットワークＧＳＭ（移動通信用のグ
ローバルシステム）においては、例えば、ＣＣＩＴＴ　Ｖ．１１０をベースとするＵＤＩ
コード化レート適応プロトコルが使用されるのに加えて、無線リンクプロトコル（ＲＬＰ
）が非透過的サービスに使用される。移動ネットワークから、ＩＳＤＮ（サービス統合デ
ジタル網）又は公衆交換電話ネットワークＰＳＴＮのような固定ネットワークへのデジタ
ル接続は、異なる種類のプロトコルを使用することができる。このようなプロトコルの一
例は、ＩＳＤＮネットワークのレート適応プロトコルＣＣＩＴＴ　Ｖ．１１０及びＶ．１
２０である。
データ転送サービスに関連した重要な特徴は、移動ネットワーク内の内部データ接続を、
ターミナル装置及び他のテレコミュニケーションネットワークに使用されるプロトコルに
適応するための適応機能である。通常、これら適応機能は、移動ステーションと、これに
接続されたデータターミナルとの間のインターフェイスにおけるターミナル適応ファンク
ションＴＡＦと；移動ネットワークと別のテレコミュニケーションネットワークとの間の
インターフェイスにおけるインターワーキングファンクションＩＷＦとである。
移動ネットワークは、固定のテレコミュニケーションネットワークの最も一般的なデータ
転送プロトコルをサポートする種々の種類の広範囲なデータサービスを提供することが期
待される。従って、各データ転送プロトコルに対して個別のＩＷＦも必要とされる。移動
ネットワークは、正しいＩＷＦを選択できるようにするためにターミナル装置が各コール
にどのデータ転送プロトコルを使用したいかを知らねばならない。
移動発信コール（ＭＯＣ）においては、移動ステーションは、それが使用したいプロトコ
ルに関する情報を固定ネットワーク及び被呼者に向かって信号する。例えば、ＧＳＭ移動
通信システムでは、所望のプロトコルに関する情報は、設定メッセージのベアラ能力情報
エレメント（ＢＣＩＥ）にある。この情報に基づいて、ＩＷＦは、移動ネットワークとテ
レコミュニケーションネットワークとの間に適当なインターワーキングファンクションを
与えるように構成される。プロトコル情報の送信をサポートする信号が移動ネットワーク
と被呼者との間の全接続に使用される場合には、情報が被呼者にも送信される。必要な信
号サポートは、例えば、ＩＳＤＮネットワーク（サービス統合デジタル網）に与えられる
。このような信号サポートが与えられない場合には、正しいプロトコルの選択は、発呼加
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入者の責任となり、即ち発呼加入者は、被呼加入者のプロトコルを知って、それに応じて
ＩＷＦのプロトコルを選択しなければならない。信号サポートは、例えば、従来の公衆交
換電話ネットワークＰＳＴＮでは使用できない。
移動着信コール（ＭＴＣ）は、更に問題である。必要な信号サポートが発呼者と移動ネッ
トワークとの間の全接続に使用できる場合には、発呼加入者のプロトコルパラメータが移
動ネットワークに送信され、移動ネットワークは、それに基づいてＩＷＦを構成する。し
かしながら、実際には、信号サポートは、全接続に常に使用できるのではない。これは、
例えば、コールがＰＳＴＮから発信されるか、又はＰＳＴＮを経てルート指定される場合
である。信号サポートが使用できないときには、移動ネットワークは、コールに必要とさ
れるプロトコルに関する情報を何らかの方法で得ることができねばならない。
この問題に対する公知の解決策は、マルチナンバリング機構であり、この場合に、移動加
入者は、到来コールの受信を希望する種々のサービスと同数のディレクトリ番号（ＭＳＩ
ＳＤＮ）を有する。マルチナンバリング機構によれば、発呼加入者は、希望するサービス
に基づいて移動加入者のディレクトリ番号をダイヤルする。ＧＳＭシステムでは、加入者
のサービスが加入者のホーム位置レジスタ（ＨＬＲ）において決定され、ここには他の加
入者情報も永久的に記憶される。又、ＨＬＲは、ディレクトリ番号と加入者のサービスと
の間のマッピングに関する情報を記憶するのにも使用される。ＨＬＲにおいては、コール
の形式、並びにそのコールに必要とされるネットワークリソース及びプロトコルを指示す
る特定のＢＣＩＥエレメントも、移動加入者のＩＳＤＮ番号（ＭＳＩＳＤＮ）とリンクさ
れる。ＩＷＦは、この情報に基づいて構成される。現在の推奨勧告によれば、加入者は、
Ｖ．１１０プロトコルに対する個別のＭＳＩＳＤＮ番号と、Ｖ．１２０プロトコルに対す
る個別のＭＳＩＳＤＮ番号とを有する。
ネットワークオペレータ及び移動加入者にとって、このような膨大な数のサービスは、混
乱やトラブルを引き起こす。移動加入者は、異なるプロトコルを必要とするコールを送出
したり受け取ったりできるようにするために、ネットワークオペレータからの多数の異な
るベアラサービスに加入しなければならない。これは、次いで、ネットワークオペレータ
の観点から、各ユーザが、ネットワークの番号スペースを浪費する複数のディレクトリ番
号を必要とすることになるという問題を招く。更に、ネットワークデータベースにおいて
サービスを決定することは、データベースの容量を消費する。従って、マルチナンバリン
グ機構は、一応機能するが、充分な解決策ではない。

本発明の目的は、信号サポートが与えられない場合に移動通信システムと固定ネットワー
クとの間のプロトコル適応を現在のマルチナンバリング機構に比して更に効率的なものに
し、これにより、番号スペース及びデータベース容量を節約することのできる方法及び構
成体を提供することである。
これは、発呼者によって使用されるプロトコルに関する情報を搬送する信号サポートを伴
わずに発呼者から固定ネットワークを経てコールを受け取ったときに移動着信データコー
ルを確立するための方法により達成される。この方法は、加入者のディレクトリ番号への
コールを受け取り、このディレクトリ番号は、固定ネットワークに向かう２つ以上の別々
のプロトコルを用いるデータサービスに指定されるものであり；上記ディレクトリ番号に
リンクされるサービス定義を加入者データから検索し、上記定義のプロトコルパラメータ
は、中性の値又は中性と解釈される値を有し；上記サービス定義に基づいてインターワー
キングファンクションリソースを指定し、上記中性の値又は中性と解釈される値によりプ
ロトコルの定義を削除し；上記指定されたインターワーキングファンクションリソースに
より固定ネットワークから受信したトラフィックチャンネルを監視し；発呼者により使用
されるプロトコルをその信号特性に基づいて識別し；そして上記発呼者に向かい上記識別
されたプロトコルを使用するように上記指定されたインターワーキングファンクションを
構成するという段階を含むことを特徴とする。
又、本発明は、発呼者によって使用されるプロトコルに関する情報を搬送する信号サポー
トを伴わずに発呼者から固定ネットワークを経てコールを受け取ったときに移動通信ネッ

10

20

30

40

50

(4) JP 3727068 B2 2005.12.14

発明の要旨



トワークに移動着信データコールを確立するための構成体を提供することにも関する。こ
の構成体は、移動通信ネットワークの加入者データベースが、固定ネットワークに向かう
２つ以上の別々のプロトコルを使用する加入者のデータサービスに対して定義された１つ
のディレクトリ番号を有し、上記ディレクトリ番号にリンクされるサービス定義のプロト
コルパラメータは、中性の値又は中性と解釈される値を有し；移動ネットワークは、上記
ディレクトリ番号へなされる移動着信コールにおいて、上記サービス定義に基づいてイン
ターワーキングファンクション装置を指定するが、上記プロトコルパラメータの中性値又
は中性と解釈される値により固定ネットワークに向かって使用されるプロトコルの構成を
除去し；上記指定されたインターワーキングファンクション装置（ＩＷＦ）は、固定ネッ
トワークから受信されるトラフィックチャンネルを監視し、発呼者（ＴＥ）により使用さ
れるプロトコルをその信号特性に基づいて識別し、そして上記発呼者に向かい上記識別さ
れたプロトコルを使用するようにそれ自身を構成することを特徴とする。
本発明の更に別の特徴は、発呼者によって使用されるプロトコルに関する情報を搬送する
信号サポートを伴わずに発呼者から固定ネットワークを経てコールを受け取ったときに移
動通信ネットワークと固定ネットワークとの間にプロトコルの適応を達成するためのイン
ターワーキングファンクション装置を提供することである。このインターワーキングファ
ンクション装置は、移動着信コールにおいて、加入者データベースから得たサービス定義
に基づきインターワーキングファンクションリソースを指定するが、上記サービス定義の
プロトコルパラメータが中性の値を有するか又は中性と解釈される値を有する場合に固定
ネットワークに向かい使用されるプロトコルの構成を除去し；そしてこのインターワーキ
ングファンクション装置は、固定ネットワークから受信したトラフィックチャンネルを監
視し、発呼者により使用されるプロトコルをその信号特性に基づいて識別し、そしてその
識別されたプロトコルを上記発呼者に向かって使用するように上記指定されたインターワ
ーキングファンクションリソースを構成することを特徴とする。
本発明において、あるサービスには、そのサービスによって使用される全てのプロトコル
に共通の１つのディレクトリ番号のみが指定される。このディレクトリ番号にリンクされ
るサービス定義において、プロトコル識別は、その値が中性（不定）であるか又は中性と
解釈される。移動ネットワークのインターワーキングファンクション（ＩＷＦ）は、移動
着信データコールの場合に、中性であるか又は中性と解釈されるプロトコル識別子を受信
したときに、ラインへ切り換えられた後に、何らかのプロトコルに基づいてそれ自身を固
定ネットワークに向けて同期しようと試みず、固定ネットワークから受信したトラフィッ
クチャンネルを監視して、発呼側のターミナル装置により使用されるプロトコルを識別す
る。しかしながら、ＩＷＦは、移動ネットワーク内の内部データ接続を移動ステーション
の方向に特定の仕方で同期する。発呼側ターミナル装置のプロトコルを識別した後に、Ｉ
ＷＦは、その識別されたプロトコルにより要求されるように動作し始める。データリンク
を設定した後に、ＩＷＦは、トラフィックチャンネルの状態を通常の仕方で移動ステーシ
ョンへ信号し、そしてデータ送信が開始される。
プロトコルの識別は、その同期又は信号特性を検出することに基づく。ＣＣＩＴＴ　Ｖ．
１１０プロトコルは、Ｖ．１１０同期フレームによって識別される。Ｖ．１１０同期フレ
ームを識別した後に、ＩＷＦは、それ自体、Ｖ．１１０同期フレームを固定ネットワーク
に送信し始める。又、ＣＣＩＴＴ　Ｖ．１２０プロトコルは、Ｖ．１２０フレームフラグ
により識別され、これに加えて、リンク設定メッセージにより識別を確認することができ
る。Ｖ．１２０フレームフラグを識別した後に、ＩＷＦは、それ自体、そのフレームフラ
グを固定ネットワークに送信し始め、そしてリンク設定メッセージを識別した後に、メッ
セージ等を確認する。

以下、添付図面を参照して、本発明の好ましい実施形態を詳細に説明する。
図１は、本発明を適用できる移動通信システムを示す図である。
図２は、インターワーキングファンクション装置ＩＷＦが設けられた移動サービス交換セ
ンターの概略ブロック図である。
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図３Ａは、固定ネットワークのターミナル装置から移動ステーションの非同期サービスの
ＭＳＩＳＤＮ番号へとなされた移動着信ＵＤＩコールにおけるコール確立の第１の部分を
示す信号図である。
図３Ｂは、図３Ａに示されたコール確立のその後の部分を示す信号図で、ターミナル装置
のプロトコルがＶ．１２０である場合を示す図である。
図３Ｃは、図３Ａに示されたコール確立のその後の部分を示す信号図で、ターミナル装置
のプロトコルがＶ．１１０である場合を示す図である。
図４は、トラフィックチャンネルの監視と、ＩＷＦにより行われるプロトコルの識別とを
示すフローチャートである。

本発明は、データサービスがＩＳＤＮ又はＰＳＴＮのような固定ネットワークに向かって
２種類以上の異なるプロトコルを使用するような全てのデジタル移動通信システムに使用
することができる。
本発明は、パンヨーロピアンデジタル移動通信システムＧＳＭ（移動通信用のグローバル
システム）及び他のＧＳＭベースのシステム、例えば、ＤＣＳ１８００（デジタル通信シ
ステム）及び米国のデジタルセルラーシステムＰＣＳ（パーソナルコミュニケーションシ
ステム）におけるデータ送信の用途に特に良く適している。本発明は、ＧＳＭ移動通信シ
ステムについて以下に例示する。ＧＳＭシステムの構造及び動作は、当業者に良く知られ
ており、そしてＥＴＳＩ（ヨーロピアン・テレコミュニケーションズ・スタンダーズ・イ
ンスティテュート）のＧＳＭ仕様書に規定されている。又、「移動通信用のＧＳＭシステ
ム（ GSM System for Mobile Communication）」、Ｍ．モーリ及びＭ．ポーテット、パラ
イゼウ、フランス、１９９２年；ＩＳＢＮ　２－９５０７１９０－０－７も参照する。
ＧＳＭシステムの基本的な構造が図１に示されている。ＧＳＭ構造体は、２つの部分、即
ちベースステーションシステムＢＳＳ及びネットワークサブシステムＮＳＳで構成される
。ＢＳＳ及び移動ステーションＭＳは、無線接続を経て通信する。ＢＳＳにおいて、各セ
ルは、ベースステーションＢＴＳによりサービスされる。ベースステーションのグループ
は、ベースステーションコントローラＢＳＣに接続され、その目的は、ＢＴＳにより使用
される無線周波数及びチャンネルを制御することである。ＢＳＣは、移動サービス交換セ
ンターＭＳＣに接続される。特定のＭＳＣは、ＰＳＴＮのような他のテレコミュニケーシ
ョンネットワークに接続され、そしてこれらネットワークへの及びこれらネットワークか
らのコールに対するゲートウェイファンクションを含む。これらＭＳＣは、ゲートウェイ
ＭＳＣ（ＧＭＳＣ）として知られている。
コールのルート指定に関連した２つの主たるクラスのデータベースがある。ホーム位置レ
ジスタＨＬＲは、ネットワークの全ての加入者の加入者データを永久的又は半永久的に記
憶し、このデータは、加入者がアクセスできるサービスに関する情報、及び加入者の現在
位置に関する情報を含む。第２のレジスタ形式は、ビジター位置レジスタＶＬＲである。
ＶＬＲは、通常は、１つのＭＳＣに関連するが、多数のＭＳＣにサービスすることもでき
る。ＶＬＲはＭＳＣに統合されるのが一般的である。統合されたネットワークエレメント
は、ビジターＭＳＣ（ＶＭＳＣ）として知られている。移動ステーションＭＳがアクティ
ブである（登録されて、コールを発したり受けたりできる）ときは、ＨＬＲに記憶された
ＭＳに関する移動加入者情報の大部分が、ＭＳが位置するサービスエリアの特定のＭＳＣ
のＶＬＲへコピーされる。
更に、図１を参照すれば、データリンクは、ＧＳＭシステムでは、移動ステーションＭＳ
のネットワークターミナルＴＡＦ（ターミナル適応ファンクション）３１と、移動通信ネ
ットワークのネットワークアダプタＩＷＦ（インターワーキングファンクション）４１と
の間に確立される。ＧＳＭネットワークでは、データ転送におけるデータリンクは、Ｖ．
１１０レート適応されたＶ．２４インターフェイス対応のＵＤＩコード化デジタル全二重
接続である。この接続では、Ｖ．１１０接続は、ＩＳＤＮ（サービス統合デジタル網）に
対して最初に開発されたデジタル送信チャンネルである。この送信チャンネルは、Ｖ．２
４インターフェイスに適応し、又、Ｖ．２４状態（制御信号）の転送を可能にする。Ｖ．
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１１０レート適応接続に対するＣＣＩＴＴ推奨勧告は、推奨勧告ＣＣＩＴＴブルーブック
：Ｖ．１１０に規定されている。Ｖ．２４インターフェイスに対するＣＣＩＴＴ推奨勧告
は、ＣＣＩＴＴブルーブック：Ｖ．２４に開示されている。非透過的データサービスにお
いては、無線リンクプロトコルＲＬＰも使用される。ターミナルアダプタＴＡＦは、１つ
以上のトラフィックチャンネルを用いて物理的接続を経て確立されるＶ．１１０接続に対
しＭＳに接続されるデータターミナル装置ＤＴＥを適応させる。ＩＷＦは、ＧＳＭのＶ．
１１０接続を別のＶ．１１０又はＶ．１２０ネットワーク、例えば、ＩＳＤＮ又は別のＧ
ＳＭネットワークに接続するか、或いは別のトランシットネットワーク、例えば、公衆交
換電話ネットワークＰＳＴＮに接続する。Ｖ．１２０レート適応接続のＣＣＩＴＴ推奨勧
告は、推奨勧告ＣＣＩＴＴホワイトブック：Ｖ．１２０に規定されている。
上記で述べたように、近代的な移動通信システムは、異なる種類のテレサービス及びベア
ラサービスをサポートする。ＧＳＭシステムのベアラサービスは、ＧＳＭ仕様書０２．０
２、バージョン４．２．０に規定され、そしてテレサービスは、ＧＳＭ仕様書０．０．３
、バージョン４．３．０に規定されている。
ネットワークアダプタＩＷＦは、ＭＳＣにしばしば配置される。図２は、ＭＳＣに配置さ
れて、ＰＳＴＮへの適応、及びＩＳＤＮネットワークのデータサービスを行うネットワー
クアダプタ装置を示す。ＰＳＴＮ、ＩＳＤＮ　３．１ｋＨｚ音声サービス又は別のＧＳＭ
ネットワークに適応するために、ＩＷＦは、レートアダプタも含む基本帯域データモデム
４１Ａのグループを備えている。このモデム４１Ａは、ＧＳＭシステムによりサポートさ
れる３００ないし９６００ビット／ｓのいかなるデータレートもハンドシェークすること
ができ、又はＨＳＣＳＤデータサービスの場合には、１４．４ないし２８．８ｋビット／
ｓの更に高い転送レートもハンドシェークすることができる自動ボー設定のモデムである
。データモデム４１Ａは、例えば、アナログＰＳＴＮを経て固定ネットワークのデータタ
ーミナルＴＥへ又はＩＳＤＮネットワークへ３．１ｋＨｚ音声サービスを伴うデータ接続
が必要とされるときに使用される。このような場合に、アナログモデム接続の他端にも同
様のデータモデムが存在する。いかなる必要数のデータモデムがあってもよいが、図２は
、明瞭化のために１つのモデム４１Ａしか示していない。モデム４１Ａのアナログ側は、
交換機ターミナルＥＴを経て接続され、そしてデジタル側は、ＭＳＣのグループスイッチ
ＧＳＷ２１に直結される。更に、交換機ターミナルを経てベースステーションシステムＢ
ＳＳに送信されるデジタル転送リンクは、グループスイッチ２１に接続される。更に、交
換機ターミナルＥＴを経て、ＩＳＤＮ又はＰＳＴＮのような他のテレコミュニケーション
ネットワークの送信チャンネルがグループスイッチ２１に接続される。図２のインターワ
ーキングファンクション装置ＩＷＦは、更に、ＩＳＤＮネットワークの非制限デジタルイ
ンフォメーションサービスＵＤＩに適応するために、レートアダプタを含むデータインタ
ーフェイスユニットＤＩＵ　４１Ｂを備えている。このＤＩＵは、ＧＳＭデータコールに
おいては、ＩＳＤＮからのＶ．１１０又はＶ．１２０プロトコルに基づくレート適応され
たユーザデータ並びにＶ．１１０又はＶ．１２０プロトコルに基づく状態及び制御情報を
ＧＳＭトラフィックチャンネルに適応させ、そして逆方向においては、ＧＳＭトラフィッ
クチャンネルからのユーザデータ並びに状態及び制御情報をＩＳＤＮのＶ．１１０及びＶ
．１２０フレーム構造に適応させる。ＤＩＵ　４１ＢのＩＳＤＮ側は、交換機ターミナル
ＥＴを経て接続され、そしてＧＳＭ側は、グループスイッチＧＳＷ２１に直接接続される
。図２には１つのＤＩＵ　４１Ｂしか示されていないが、容量の要求に基づいていかなる
数のＤＩＵがあってもよい。グループスイッチＧＳＷ２１及びインターワーキングファン
クション装置ＩＷＦ、並びにデータコールの確立、維持及び解除は、全て、コールコント
ローラ４２によって制御される。ＩＷＦの動作はＩＷＦコントロールユニット４１Ｃによ
り制御され、このユニットは、コールコントローラ４２の制御のもとで、データ接続への
特定のデータコールにより使用されるベアラサービスに必要とされるネットワークアダプ
タ、即ちモデム４１Ａ又はＤＩＵ　４１Ｂを接続する。図２において、実線は、モデム４
１Ａの接続を示し、そして破線は、ＤＩＵ　４１Ｂの接続を示す。このようなネットワー
クアダプタ装置を含む移動サービス交換センターの例として、ノキアテレコミュニケーシ
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ョン社のＤＸ２００　ＭＳＣを挙げることができる。
上記したように、移動加入者は、従来、別々のディレクトリ番号ＭＳＩＳＤＮを各々有す
る異なるテレサービス及びベアラサービスを利用することができる。換言すれば、各加入
者は、多数のＭＳＩＳＤＮ番号を有していた。更に、加入者のＨＬＲにおける各加入者の
各テレサービス及びベアラサービスを他の加入者データに関連して決定し、そしてそれら
をＶＬＲへ転送することが必要であった。加入者データにおいては、各ＭＳＩＳＤＮ番号
がＧＳＭシステムのＢＣＩＥ値に直接関連されるか、又はＢＣＩＥ値のチャートを指すイ
ンデックスにより関連される。ＢＣＩＥは、転送レートやデータ及び終了ビットの数とい
ったコールに関わるた全てのネットワーク要件に関する情報を転送するためにＧＳＭシス
テムにより使用される情報エレメントである。ＢＣＩＥは、例えば、ＧＳＭ仕様書０４．
０８、バージョン４．５．０、第４２３－４３１ページに記載されている。
本発明においては、あるサービスには、そのサービスによって使用される全てのプロトコ
ルに共通な１つのディレクトリ番号ＭＳＩＳＤＮのみが指定される。このＭＳＩＳＤＮ番
号にリンクされたサービス定義は、他の加入者データと共にＨＬＲに記憶される。このサ
ービス定義では、ＧＳＭ　ＢＣＩＥがＭＳＩＳＤＮ番号にリンクされる。ＧＳＭ　ＢＣＩ
Ｅにおいては、ＧＳＭ　ＢＣＩＥのレート適応プロトコルを決定するパラメータＲＡ（レ
ート適応）が、中性（未定）の値を有するか、又は中性と解釈できる値を有する。現在、
パラメータＲＡは、次のケース、即ちレート適応なし、Ｖ．１１０／Ｘ．３０レート適応
、Ｘ．３１フラグスタッフィング、Ｖ．１２０を決定することができる。更に、本発明に
よって中性値として１つの選択できるところの自由な値が存在する。パラメータＲＡの中
性値は、ここでは、一般に、ＩＷＦに対してプロトコルを定義しない値を指すが、その結
果、ＭＳＣ／ＩＷＦは、トラフィックチャンネルからの固定ネットワークのターミナル装
置のプロトコルを識別しようと試みる。又、ＭＳＣ／ＩＷＦは、Ｖ．１１０及びＶ．１２
０のようなＲＡパラメータの特定の値を中性として解釈するように構成することもできる
。
ＩＷＦは、着信するデータコールに関連して、ＲＡパラメータの中性値、又は中性値と解
釈される値を得るときに、固定ネットワークからのトラフィックチャンネルを監視するこ
とにより発呼側のターミナル装置に使用されるプロトコルを識別するまでは、ラインへの
切り換えの後にプロトコルに基づいて動作するように試みない。
以下、本発明によるＭＴコールの確立を、図３Ａ－Ｃ及び４を参照して説明する。この例
において、サービスは、非同期のＵＤＩサービスであり、サービスにより使用される異な
るプロトコルは、Ｖ．１１０及びＶ．１２０である。しかしながら、本発明は、これらの
プロトコルに限定されるものではなく、一般的に、いかなるプロトコルにも適用できる。
図３Ａ－Ｃの信号図は、移動着信（ＭＴ）ＵＤＩコールが固定ターミナル装置ＴＥから移
動加入者のＭＳＩＳＤＮ番号へとなされ、この番号は加入者の非同期データサービスに指
定されたものである例示的なケースに関連している。このようなケースにおいて、コール
は、ＩＳＤＮネットワークから移動ターミナルにおいて受け取られるが、信号サポートは
、プロトコル情報を送信するために移動ネットワークとターミナル装置ＴＥとの間の全接
続において使用できない。コール確立の第１の部分が図３Ａに示されており、これは、両
プロトコルについて同様である。図３Ｂ及び３Ｃは、ターミナル装置ＴＥがＶ．１２０プ
ロトコル及びＶ．１１０プロトコルを各々使用するケースにおけるコール確立のその後の
部分を示す。
図３Ａにおいて、ＩＡＭメッセージ（初期アドレスメッセージ）は、移動加入者の非同期
サービスのディレクトリ番号ＭＳＩＳＤＮへなされるコールにおいてＩＳＤＮネットワー
クから移動ネットワークのゲートウェイＭＳＣ（ＧＭＳＣ）へ送信される。ＧＭＳＣは、
ルート情報要求（ Send Routing Info）を、被呼ＭＳＩＳＤＮに基づいて決定された加入
者のＨＬＲへ搬送する。ルート情報要求と共に、加入者のＭＳＩＳＤＮ番号も送信される
。ＨＬＲは、加入者データから、被呼ディレクトリ番号ＭＳＩＳＤＮにリンクされたＧＳ
Ｍ　ＢＣＩＥを検索する。
このＧＳＭ　ＢＣＩＥにおいて、パラメータＩＴＣ（情報転送容量）は、値ＵＤＩを有し
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、そしてパラメータＲＡは、中性値又は中性と解釈される値、例えば、Ｖ．１１０を有す
る。次いで、ＨＬＲは、上記ＧＳＭ　ＢＣＩＥを含むローミング番号要求「ＭＳＲＮ供給
」をＶＬＲに送信する。ＶＬＲは、ＧＳＭ　ＢＣＩＥを記憶し、そしてコールにローミン
グ番号ＭＳＲＮを割り当てる。ＭＳＲＮは、ＨＬＲに送られ、ＨＬＲはそれをＧＭＳＣへ
送る。ＧＭＳＣは、ローミング番号ＭＳＲＮに基づいて、移動加入者ＭＳが位置するエリ
アのＭＳＣにコールをルート指定する。次いで、ＭＳＣは、ローミング番号ＭＳＲＮに基
づいて移動着信コールを確立するためにＶＬＲから情報を要求する。ＭＳＲＮに基づいて
、ＶＬＲは、ＨＬＲから既に受け取られたＢＣＩＥを検索し、そしてそれをＭＳＣに返送
する。これに続いて、ＭＳＣは、ＧＳＭ　ＢＣＩＥも含むコール設定メッセージ「設定」
をＭＳに送信する。ＭＳは、「コール確認」メッセージで応答する。その後、ＭＳＣは、
「指定要求メッセージ」で必要な無線チャンネルを指定するようにＢＳＳに要求し、そし
てＢＳＳは、「指定完了」メッセージで確認する。その後、ＭＳＣは、ＶＬＲから得たＧ
ＳＭ　ＢＣＩＥも含む「ＩＷＦ設定」メッセージをＩＷＦに送信することにより必要なＩ
ＷＦリソースを割り当てる。この段階において、図４のブロック図で示すように、本発明
によるＩＷＦの動作が始まる。
図４のステップ５１において、ＩＷＦ制御ユニット４１Ｃ（図２）は、ＭＳＣのコールコ
ントローラ４２から、ＢＣＩＥを含む設定メッセージを受け取る。ＩＷＦ制御ユニット４
１Ｃは、ＢＣＩＥを分析し、そしてＩＴＣがＵＤＩであることを検出した際に、コールに
ＤＩＵ　４１Ｂを指定する。更に、ＩＷＦは、ＲＡパラメータの値をチェックする（ステ
ップ５２）。ＲＡパラメータの値が中性であるか、又は例えば、Ｖ．１１０又はＶ．１２
０のように中性として解釈できるものである場合には、ＩＷＦ制御ユニットは、いかなる
プロトコルに対しても、ＤＩＵ　４１Ｂを構成せず、固定ネットワークから受信したトラ
フィックチャンネルを監視する準備を行う（ステップ５４）。ステップ５２において、Ｒ
Ａパラメータの値が中性以外のものであるか又は中性とは解釈できないことが検出された
場合には、ＩＷＦ制御ユニット４１Ｃは、パラメータＲＡにより決定されるプロトコルに
基づいてＤＩＵ　４１Ｂを構成する（５３）。再び、図３を参照すれば、ＩＷＦは、メッ
セージ「確認」でリソースの割り当てを確認する。ＭＳは、発呼加入者の警告が開始され
たことをメッセージ「警告」で報告する。次いで、ＮＳＣは、固定ネットワークの発呼側
ターミナルＴＥに、接続が確立されたことを示すメッセージ「アドレス完了」を送信する
。次いで、ＭＳＣは、被呼加入者がコールを受け入れることを示すメッセージ「接続」を
送信し、その結果、ＭＳＣは、メッセージ「応答信号」を発呼側のターミナル装置ＴＥに
送信する。次いで、ＭＳＣは、メッセージ「デバイスオンライン」でＩＷＦを制御する。
従って、図４に示すように、本発明によりＩＷＦの動作に復帰する。
再び、図４を参照すれば、ＩＷＦ制御ユニット４１Ｃ（図２）は、ＭＳＣのコールコント
ローラ４２からメッセージ「デバイスオンライン」を受け取り、その結果、図２に破線で
示すように、ＧＳＷ２１　ＢＳＳから受信したトラフィックチャンネルとＰＳＴＮから受
信したトラフィックチャンネルとの間にＤＩＵ　４１Ｂを接続する。その後、ＩＷＦの動
作は、図４のフローチャートに基づいて続けられる。
図４を参照すると、ＩＷＦがラインに接続された後に、ＧＳＭトラフィックチャンネルの
同期がＴＡＦとＩＷＦとの間で通常の仕方でとらえ、そしてＩＷＦ制御ユニット４１Ｃは
、ＤＩＵ　４１Ｂにより固定ネットワークから受け取ったトラフィックチャンネルを監視
し始める。従って、ＤＩＵ　４１Ｂは、１ビットのストリングを固定ネットワークの方向
にトラフィックチャンネルに送信することができる。というのは、この手順は、発呼側の
ターミナル装置ＴＥがＶ．１１０プロトコルを使用するか、Ｖ１２０プロトコルを使用す
るかに関わりなく同じだからである（ステップ５６）。その結果、ＩＷＦ制御ユニット４
１Ｃは、ターミナル装置ＴＥから受け取った信号が、Ｖ．１２０プロトコルの典型である
フレームフラグ、即ちＨＤＬＣフラグ０１１１１１１０を含むかどうかをチェックする（
ステップ５７）。もしそうであれば、その後は、図３Ｂに従って信号が送られる。
ＩＷＦは、ＨＤＬＣフラグを固定ネットワークのターミナル装置ＴＥへ送信する（図４の
ステップ５８）。ＨＤＬＣフラグの送信は、Ｖ．１２０以外のプロトコルの一部分でよい
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ので、ＩＷＦ制御ユニット４１Ｃは、本発明の好ましい実施形態では、Ｖ．１２０プロト
コルの特徴であるデータリンク設定メッセージがターミナル装置ＴＥから受信されたかど
うかチェックする（ステップ５９）。データリンク設定メッセージが受信された場合には
、ＩＷＦ制御ユニット４１Ｃが、Ｖ．１２０プロトコルを使用するようにＤＩＵ　４１Ｂ
を構成し、そしてＩＷＦは、Ｖ．１２０プロトコルに必要とされる仕方で固定ネットワー
クの方向に動作を開始する（ステップ６０）。これは、データリンク設定メッセージに対
する確認をターミナル装置ＴＥへ送信することを含む。その後に、ＩＷＦは、通常のトラ
フィックチャンネル状態をＮＳに信号し、そしてデータ転送を開始することができる（ス
テップ６４）。
データリンク設定メッセージがステップ５９において受信されない場合には、プロトコル
の識別が、本発明のこの実施形態では、失敗とみなされ、終了へと進む。
ＨＤＬＣフラグが図４のステップ５７において受信されない場合には、ＩＷＦ制御ユニッ
ト４１Ｃは、固定ネットワークから受信した信号がＶ．１１０同期フレームを含むかどう
かチェックする（ステップ６１）。Ｖ．１１０同期フレームが受信された場合には、図３
Ｃについて述べたように信号が送られる。換言すれば、Ｖ．１１０同期フレームによりＶ
．１１０プロトコルを識別した後に、ＩＷＦ制御ユニット４１Ｃは、その識別されたＶ．
１１０プロトコルに基づいてＤＩＵ　４１Ｂを構成する。その後、ＩＷＦは、Ｖ．１１０
同期フレームをターミナル装置ＴＥに対して固定ネットワークへ送信する（図４のステッ
プ６２）。次いで、ＩＷＦは、ターミナル装置ＴＥの方向にＶ．１１０プロトコルに基づ
いて動作を継続し（ステップ６３）、そしてＶ．２４状態を使用することにより通常の仕
方でＭＳへトラフィックチャンネルの状態を信号する（ステップ６４）。
ステップ６１において、Ｖ．１１０フレームが受信されない場合には、プロトコル識別が
この実施形態において失敗と解釈され、終了へと進む。
添付図面及びそれを参照した以上の説明は、本発明を単に例示するものに過ぎない。本発
明は、請求の範囲内でその細部に種々の変更がなされ得る。
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【 図 ２ 】

【 図 ３ Ａ 】
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【 図 ３ Ｂ 】 【 図 ３ Ｃ 】

【 図 ４ 】
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